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緒言

京都大学大学院農学研究科附属農場の位置する西南

暖地において着色系四倍体プドウ品種を無核短梢剪定

栽培した場合，着色不良や低糖度などの果粒品質の低

下が問題となる．その要因として，気候変動による着

色成熟期の昼夜の高温や果房周辺の光環境による影響

（井門ら 2009) などがあげられる．そこで本研究では，

着色成熟期間中の温度，光環境の改善を目的と して，

プドウ棚上面の遮光処理が果房周辺の日射量，果房内

温度および果粒品質に及ぼす影響を調査した．

材料および方法

高槻農場（旧京都大学農学研究科附属農場本場，大阪

府高槻市）植栽の主枝南北配枝ー文字仕立て四倍体プ

ドウ品種‘巨峰 (13年生） l樹を供試したブドウ棚

上約 Imの高さに黒色の防草シートを用いてシェード

（主枝を中央に東西 Imx南北2m幅）を設置し（図 1).

新梢の着房節周辺を遮光した遮光区と慣行栽培の対照

区を設けた各処理区において，着房している新梢を

主枝の東側と西側でそれぞれ3本ずつ選び，その基部

葉（シェード内），中間葉（シェードと外の境），先端

葉（シェード外）に簡易積算日射量測定フィルム （オ

プトリーフ Y-IW, 大成ファインケミカル）を添付し，

2016年 II月15日受理
＊；連絡責任者 (shun5s@adm.kais.kyoto-u.ac.jp)

簡易積算日射量測定フィルムの退色率 (DJDOxlOO,o: 

露光後の吸光度， Do:初期（露光前）の吸光度）をオ

プトリーフ測定器D-MeterRY0-470 (大成ファインケミ

カル）を用いて測定し，積算日射量の指標としたまた，

基部葉の下に着果した果房南面の上部と下部にもオプ

トリーフ Y-lWを添付し，同様に退色率を測定した．

さらに，各処理区の東側と西側から 1果房ずつ選び，

サーモレコーダー（おんどとり JrTR-52i, ティアンドデ

イ）を用いて遮光処理開始日から撤去日までの果実袋

中の果房内温度を測定した収穫時には調査した全て

の果房から 1果房につき 10果粒を選び，果粒重，果粒

縦横径および糖度を測定するとともに，果皮色をカ

ラーチャート値で評価した

図1.シェード設置の様子．
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遮光処理は収穫前約 2週間 (2015年8月 15日~28

日）行った。オプトリ ーフ Y-lWは処理開始日から10

日間 (8月 15日~24日）露光させた。ただし，強風に

より 8月23日~25日未明の4日間は，シェードが外

れた状態となり遮光処理されていない．

結果および考察

果粒品質については，全ての調査項目において処理

区間での有意差はみられなかった（図 2, 表 1). 果房

および周辺葉への日射量についても，全ての調査項目

で有意差はみられなかった（表2). 一方，強風により

シェードが外れた期間 (8月23日~25日未明）以外は，

果房内の最高気温， 日格差において，有意な差ではな

いものの遮光区の方が低い値で推移する傾向があり，

遮光処理により温度上昇が抑制される可能性が示され

た（図 3). これらの結果から，収穫前約 2週間の遮光

処理は，果房や周辺葉への日射量，および果粒品質に

は大きな影響を与えずに，果房内の温度上昇を抑制す

る可能性が示された

A 

B
 

図2.‘巨峰収穫果房 (A:遮光区， s:対照区）．

表 1. 遮光処理が果粒品質に及ぽす影押

処理区

遮光区

対照区

有意差 1)

果粒重

(g) 

16.9 

17.2 

n.s. 

果粒縦径

(mm) 

31.8 

32.4 

n.s. 

果粒横径
(mm) 

29.8 

29.7 

n.s. 

糖度 果皮色

(Brix%) (カラーチャート値）

16.7 7.1 

16.7 7.0 

n.s. n.s. 

I) n.s. はスチューデントの t検定 (5%)で有意差なし．

表2. オプトリーフ Y-IWの退色率を指標とした調査における遮光

処理が果房と新梢周辺の日射最に及ぽす遮光処理の効果

処理区

遮光区

対照区

有意差])

オプトリーフY-IWの退色率（％）

(DfDOxlOO, o: 露光後の吸光度，oo:初期（露光前）の吸光度）
果房上部果房下部新梢基部新梢中間新梢先端

95.2 95.4 35.4 41.6 60.7 

94.6 96.4 38.9 35.8 41.5 

n.s. n.s. n.s. 
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図3. プドウ棚上面の遮光処理区と対照区における果房内温度

の推移

a: 最高気温 b:最低気温 c:日較差， ct:平均温度
8月23日-25日未明の間は，強風によりシェードが外れた

シェードの設置による遮光処理による温度上昇の抑

制が果顆品質の向上に効果を有することを検証するた

めには，低温に遭遇すると着色が促進されるとされる

着色開始 8B後~21日後（山根2013)にあたる収穫前

3~4週間前を含む期間について検討する必要がある

したがって．果粒品質を改善のための新たな技術開発

を進めるためには．今後これらの期間も含めた収穫

前3~4週間前以前から収穫期までの期間における遮

光処理の着色成熟に対する効果の検証を行う必要があ

る．

摘 要

着色系四倍体プドウ品種の果粒品質低下の一因とな

る着色成熟期の高温を抑制するため，果房周辺を遮光

した結果果房や周辺葉への日射量，および果粒品質

に大きな影響は与えないが，果房内温度上昇を抑制す

る傾向がみられ，果粒品質低下の改善に遮光処理を利

用できる可能性が示唆された．

キーワード：プドウ棚上面遮光，

果粒品質

---ー・遮光区

対照区
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